
資料8 大気汚染防止法第 1 8 条の 3 の政令で定める粉じん発生施設の規制基準

( 施行規則第 1 6 条 昭和 4 6 6 2 2 )

令別表第 2
の施設番号

粉じ ん発生施設 規 模 管 理 基 準

1 コ ー ク ス 炉 原料処理能力が

1 日 当 た り 5 0

t 以上であ る こ

と 。

1 装炭作業は、 無煙装炭装置を設置す る か装炭車

に フ ー ド 及び集 じん機を設置す る か又は 、 こ れ ら

と 同等以上の効果を有す る装置を設置 して行 う こ

と 。

2 窯出 し作業はガ イ ド車にフ ー ド を設置し及び当

該 フ ー ドか ら の粉 じんを処理する 集 じん機を設置

す る か 、 又は こ れ と 同等以上の効果を有す る装置

を設置 して行 う こ と 。 ただ し 、 ガイ ド車又はガイ

ド車の走行す る炉床の強度が小 さ い こ と 、 ガイ ド

車の軌道の中が狭いこ と等に よ り ガイ ド車に フ ー

ド を設置する こ と が著 し く 困難であ る場合は防 じ

んカバー等を設置 して行 う こ と 。

3 消火作業は 、 消火塔にハ ー ド ル、 フ ィ ル タ ー又

は こ れ ら と 同等以上の効果を有す る装置を設置 し

て行 う 。

2 鉱物 ( コ ー ク ス

を含む。 以下同

じ 。 ) 及び土石

の堆積場

面積が 1 ,0 0 o m2

以上で あ る こ と 。

粉 じんが飛散す る お それがあ る 鉱物又は土石を堆

積す る 場合は次の各号の一に該当す る こ と 。

1 粉 じ んが飛散 し に く い構造の建築物内に設置 さ

れてい る こ と 。

2 散水設備によ っ て散水が行われてい る こ と 。

3 . 防 じ んカ バー でおおわれてい る こ と 。

4 薬液の散布又は表層の締固めが行われてい る こ

と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有する措置が講じ ら

れてい る こ と 。

3 ベル ト コ ンベ ア

及びバケ ッ ト コ

ンベ ア ( 鉱物土

石又はセ メ ン ト

の用 に供す る も

の に限 り 密閉式

の も の を除 く )

ベル ト の中が75

cm以上であ る か

又はバケ ッ ト の

内容積が 0 0 3

姪以上で あ る こ

と 。

粉 じんが飛散する おそれのあ る 鉱物、 土石 、 又は

セ メ ン ト を運搬す る場合は次の各号の一に該当す る

こ と 。

1 粉 じ んが飛散 し に く い構造の建築物内に設置 さ

れている こ と 。

2 コ ンベ アの積込部及び積降部にフ ー ド 及び集 じ

ん機が設置 さ れ、 並 びに コ ンベ アの積込部及び積

降部以外の粉 じんが飛散す る お それの あ る 部分に

第三号又 は第四号の措置が講 じ ら れて い る こ と 。

3 散水設備によ っ て散水が行われてい る こ と 。

4 防 じんカ バーでおおわれてい る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有する 措置が講 じ ら

れてい る こ と 。
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令別表第 2
の施設番号

粉 じん発生施設 規 模 管 理 基 準

4 破砕機及び摩砕

機 ( 鉱物岩石又

はセ メ ン ト の用

に供す る も のに

限 り 湿式の も の

及び密閉式の も

のを 除 く 。 )

原動機の定格出

力ば 7 5 キ ロ ワ

ッ ト 以上であ る

こ と 。

次の各号の一に該当す る こ と 。

1 粉 じんが飛散 し に く い構造の建築物内に設置 さ

れている こ と 。

2 フ ー ド及び集 じん機が設置 されてい る こ と 。

3 . 散水設備に よ っ て散水カキ丁われてい る こ と 。

4 , 防 じ んカ バーでおおわれてい る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講じ ら

れてい る こ と 。

5 ふ る い ( 鉱物岩

石又はセ メ ン ト

の用 に供す る も

の に限 り 湿式の

も の及 び密閉式

の も の を除 く 。 )

原動機の定格出

力が 1 5 キ ロ ワ

ッ ト 以上であ る

こ と 。

5 . の基準は 、 ｢ 4 . の基準｣ と 同 じ 。

資料9 航空機騒音に係る環境基準

公害対策基本法 ( 昭和 4 2年法律第 1 3 2 号 ) 第 9 条の規定に基づ く 騒音に係る 環境上の条件の う ち

航空機騒音に係る 基準について次の と お り告示す る 。

公害対策基本法第 9 条に よ る 騒音に係る 環境上の条件につ き 、 生活環境を保全し 、 人の健康の保護に

資す る う えで維持する こ と が望ま しい航空機騒音に係 る基準 ( 以下 ｢環境基準｣ と い う ) 及びその達

成期間 は、 次の と お り と す る 。

第 1 環境基準

1 環境基準は、 地域の類型 ご と に次表の基準値の欄に掲げる と お り と し、 各類型 をあてはめ る 地域

は、 都道府県知事が指定す る 。

地域の類型 基準値 ( 単位 WE C P N L )

7 0 以下

n 7 5 以下

鰡 I を あてはめ る地域は専 ら 住居の用 に供 さ れ る地域と し 、 肛 を あ ては め る地域は 1 以外の地域

で あ っ て通常の生活を保全す る必要があ る地域 とす る 。
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2 1 の環境基準の基準値は、 次の方法によ り 測定 ･ 評価 した場合におけ る値 とす る 。

( 1 ) 測定は 、 原則 と して連続 7 日 間行い、 晴騒音よ り 1 0 デシベル以上大 き い航空機騒音の ピー ク

レベル ( 計量単位 デ シベル ) 及 び航空機の機数を 。畔録す る も の とす る 。

( 2 ) 測定は 、 屋外で行 う も の と し 、 その測定点 と して は、 当該地域の航空機騒音を代表す る と認め

ら れる地点を選定す る も の と す る 。

( 3 ) 測定時期 と し ては 、 航空機の飛行状況及び風向等の気象条件を考慮 して 、 測定点にお け る 航空

機騒音を代表す る と 認め ら れる 時期を選定す る も の と する 。

( 4 ) 航空機騒音の評価は、 ( 1 )の ピー ク レベル及び機数から次の算式によ り 1 日 ご との値 ( 単位

WE C P N L ) を算出 し 、 そのすべての値 をパ ワ ー平均 して行 う も の と す る 。

算 式

d B ( A ) 十 1 0 l o g 1 。 N - 2 7

回 証; (A) と は、 1 日 のすべての ピー ク レベル をパ ワ ー平均 した も の をいい、 N と は、 午前

o 時か ら 午前 7 時 ま での間の航空機の 機数 を N 1 、 午前 7 時か ら 午後 7 時 までの 間 の

航空機 の機数 を N 2 、 午後 7 時 か ら午後 1 0 時までの間の航空機 の機数 を N 3 、 午後

1 0 時か ら午後 1 2 時 までの間 の航空機の機数 をN 4 と し た場合にお け る次によ り 算出 し

た値をい う 。

N = N 2 + 3 N 3 十 1 0 ( N 1 + N 4 )

( 5 1 測定機器は 、 日本工業規格C 1 5 0 2 に定め る 指示騒音計若 し く は国際電気標準会議 pu b /

1 7 9 に定め る精密騒音計又は こ れ ら に相当す る測定機器を用 い る も の と す る 。

こ の場合において 、 聴感補正回路は A特性 と し 、 また 、 動特性は緩 ( s l o w ) と す る 。

3 1 の環境基準は、 1 日 当た り の離着陸回数が 1 0 回以下の飛行場及び離島に あ る 飛行場の周辺地

域には適用 しな い も の と す る 。

第 2 達成期間等

1 環境基準は 、 公共用飛行場等の周辺地域においては、 飛行場の区分ご と に次表の達成期間の欄に

掲げ る期間で達成 され、 又は維持 さ れる も の とす る 。 こ の場合において 、 達成期間が 5 年を こ え る

地域においては 、 中間的 に同表の改善目標の欄に掲げる 目 標 を達成しつつ 、 段階的 に環境基準が達

成 さ れる よ う にす る も の と す る 。
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飛 行 場 の 区 分 達 成 期 間 改 善 目 標

新 設 飛 行 場

直ち に

既設飛行場
第三種空港及びこれ

に準ず る も の

第 二 種 空 港

( 福岡空港を 除

く 。 )

A 5 年以内

B

1 0 年以内

5 年以内に 、 8 5 W E C P N L 未満と す る

こ と 又は 8 5 ｢W E C P N L 以上の地域におい

て屋内で 6 5 W E C P N L 以下 と す る こ と 。新 東 京 国 際 空 港

第一種空港 ( 新東京

国際空港を 除 く )

及 び福岡空港

1 0 年を こ え る期間

内 に可及的速やかに

1 5 年以内 に、 8 5 W E C P N L 未満 と す

る こ と又 は 8 5 W E C P N L 以上の地域に

おいて屋内で 8 5 W E C P N L 以下 と す る

こ と 。

2 1 0 年以内 に 、 7 5 W E C P N L 未満 と

す る こ と又は 7 5 W E C P N L 以上の地域

において屋内で 6 0 W E C P N L 以下 と す

る こ と 。

備考 1 既設飛行場の区分は 、 環境基準が定 め ら れた 日 にお け る 区分 と す る 。

2. 第二種空港の う ち 、 B と は タ ー ボジ ェ ッ ト ト 発動機 を有す る 航空機が定期航空運送事業

と して離着陸す る も の をい い、 A と は B を除 く も の を い う 。

3 . 達成期間の欄に掲げる期 間及び各改善目標 を達成する た めの期間は 、 環境基準が定め ら

れた 日 か ら起算す る 。

2 自 衛隊等が使用する 飛行場の周辺地域においては、 平均的な離着陸回数及び機種並びに人家の密

集度を勘案 し 、 当該飛行場と 類似の条件にあ る 前項の表の飛行場の区分に準 じて環境基準が達成 さ

れ、 又は維持 さ れ る よ う に努め る も の と す る 。

3 航空機騒音防止のた めの施策を総合的に講じ て も 、 1 の達成期間で環境基準を達成す る こ と が困

難 と 考 え ら れる 地域においては 、 当該地域に引 き続 き居住を希望す る者に対し家屋の防音工事等を

行 う こ と によ り 環境基準が達成さ れた場合 と 同等の屋内環境が保持 さ れる よ う るこする と と も に、 極

力環境基準の速やかな達成を期す る も の と す る 。
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資料 1 0 騒音規制法第2 条第 1 項の政令で定める工場 事業場の特定施設一覧

施 設
備 考

施 設 の 種 類 機 械 名

1 金属加正機械

2 空気圧縮機およ び

送風機

3 土石用 または鉱物

用 の破砕機摩砕機、

篩およ び分級機

4 織機

5 建設用資材製造機

械

6 穀物用製粉機

7 木材加工機械

8 抄紙機

9 印刷機械

10 合成樹脂用射出成

形機

1 1 鋳型造型機

イ 圧延機械

ロ 製管機械

′ 、 ベンデ ィ ングマシン

- 液圧プ レス

ホ 機械プ レス

へ せん断機

ト 鍛造機

チ ワ イ ヤ ー フ オ ー ミ

ングマ シ ン

J プ フ ス ト

ヌ タ ン ブフ ー

イ コ ン ク グ ー ト プ フ

ン ト

ロ ア ス フ ァ ル ト プ フ

ン ト

イ ド フ ムバー カ ー

ロ チ ッ パー

ノ ･ 砕木機

一 帯の こ盤

ホ 丸の こ盤

へ かんな盤

原動機の定格出力 の合計が 2 2 5 kwp以上の も のに限 る

ロ ール式の も のであ っ て、 原動機の定格出力が 3 7 5

kw以上の も の に限 る

矯正プレ ス を除 く

呼び加圧能力が 3 0 重量 ト ン以上の も の に限 る

原動機の定格出力が 3 7 5 kw 以上の も の に限る

タ ンプフ ス ト 以外の も のであ っ て密閉式の も の を除 く

原動機の定格出力が 7 5 k砂以上の も のに限る

原動機の定格出力が 7. 5 k職以上の も のに限 る

原動機 を用い る も の に限る

気ほ う コ ン ク j ー ト ブ フ ン ト を除 き 混練機の混練容

量が 0 4 5 姪以上の も のに限 る

混練機の混練重量が 2 0 0 kg以上の も のに限 る

ロ ー ル式の も のであ っ て 、 原動機の定格出力が 7 . 5

kw以上の も のに限る

原動機の定格出力が 2 2 5 kw以上の も の に限 る

製材用の も のに あ っ ては原動機の定格出力が 1 5 kw

以上の も の、 木工用 の も の にあ っ ては原動機の定格

出力が 2 2 5 kw以上の も の に限 る

製材用 の も の にあ っ て は、 原動機の定格出力が 1 5

kw以上の も の 、 木工用 の も のに あ っ て は原動機の定木

格出力が 2 2 5 kw以上の も の に限 る 。

原動機の定格出力が 2 2 5 kw以上の も の に限 る

原動機を用 い る も のに限る

ジ ョ ル ト 式の も の に限 る

の
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資料 = 騒音規制法第 2条第 3項の政令で定める建設作業に係る特定建設f飼葉一覧

作 業 備 考

1 く い打機 ( も ん けん を除 く ) く い抜機、 く

い打 く い抜機 ( 圧入式 く い打 く い抜機を除 く )

を使用す る作業

く い打機を ア ー ス オ ー ガー と併用す る作業を除

く

2 び ょ う 打機を使用す る作業

3 さ く 岩機を使用する作業 作業地点が連続的に移動す る作業に あ って は 、

1 日 におけ る 当該作業に係 る 2 地点間 の最大距

離が 5 0 m を超え ない作業に限 る

4 空気圧縮機 ( 電動機以外の原動機 を用い る

も のであ っ て 、 そ の原動機の定格出力が 1 5

k班以上の も のに限る ) を使用す る作業

さ く 岩機の動力 と して使用す る作業 を除 く

5 コ ン ク リ ー ト プ フ ン ト ( 混線機の混線容量

が o 4 5 禧以上の も の に限る ) ア ス フ ァ ル ト

プ フ ン ト ( 混線機の混練重量が 2 0 0 kg以上

の も のに限る ) を設 けて行 う 作業

モル タ ル を製造す る た めにコ ン ク リ ー ト プ フ ン

ト を投げて行 う 作業を除 く
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資料 1 2 振動規制法第 2条第 1 項の政令で定める特定施設一覧

1 金属加工機械

( 1 ) 液圧プ レス ( 矯正プレス を 除 く )

( 2 ) 機械プ レス

( 3 ) せん断機 ( 原動機の定格出力が 1 キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限 る )

( 4 ) 鍛造機

(5 ) ワ イ ヤ ー フ ォ ー ミ ングマ シ ン ( 原動機の定格出力が 3 7 . 5 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限 る )

2 圧縮機 ( 原動機の定格出力が 7 5 キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限 る )

3 土石用又は鉱物用 の破砕聟幾 、 座砕機、 ふ る い及び分級機 ( 原動機の定格出力が 7 5 キ ロ ワ ッ ト 以上

の も のに限 る )

4 織機 ( 原動機を用いる も の に限る )

の ◎ 5 コ ン ク J - ト ブ ロ ッ ク マ シ ン ( 原動機の定格出力の合計が 2. 9 5 キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限 る ) 並
びにコ ン ク リ ー ト 管製造機械及びコ ン ク リ ー ト 柱製造機械 ( 原動機定格出力の合計が 1 0 キ ロ ワ ッ ト

以上の も のに限る )

6 木材加工機械

( 1 ) ド フ ム ノ ミー ガー

( 2 ) チ ッ パ ー ( 原動機の定格出力が 2 2 キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限る )

7 印刷機械 ( 原動機の定格出力が 2 2 キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限る )

8 ゴ ム練用又は合成樹脂練用の ロ ール機 ( カ レ ン ダー ロ ール機以外の も ので原動機の定格出力が 3 0

キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限 る )

9 合成樹脂用射出成形機

10 鋳型造型機 ( ジ ョ ル ト 式の も の に限 る )

資料 1 3 振動規制法第 2条第3項の政令で定める特定建設作業一覧

1 く い打機 ( も ん けん及び圧入式 く い打機を除 く ) 、 く い抜機 G由圧式 く い抜機 を除 く ) 又 は く い抜

機 ( 圧庄入式 く い打、 く い抜機を除 く ) を使用する 作業

2 鋼球 を使用 して建築物その他の工作物を破壊す る作業

3 舗装版破砕機を使用す る作業 ( 作業地点が連続的に移動す る作業にあ っ て は 、 1 日 にお け る 当該作

業に係る 2 地点間の最大距離が 5 0 メ ー ト ル を超えな い作業に限 る )

4 ブ レ ー カ ー ( 手持式の も の を除 く ) を使用 す る作業 ( 作業地点が連続的に移動す る作業にあ っ て は、

1 日 にお け る 当該作業に係る 2 地点間の最大距離が 5 0 メ ー ト ル を超えない作業に限 る )

- 1 8 9 -



資料 1 4 公害関係事犯検挙状況
( 昭和 5 7 年 1 月~ 1 2 月 )

※
廃棄物

処 理
水獨法

砂 利

採取法
河川法

と 畜

場 法

自 然

公園法

漁 業

法 等
海岸法

へい獣
処 理

場 法

自然環
境保全
条 例

合 。十
前 年

同 期

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

岩 美 1 1 1 1 2 1

鳥 取 3 3

1

3 3 2 2 24

郡 家 3 3 1 1 4 3 3 2

智 頭 3 4 3 4

浜 村 8 8

L

8 8

倉 吉 3 3 1 1 2 2 l
3 4 1 1 0 1 1 14 1 2

八 橋 3 3 3 3 1 2 7

米 子 8 7 8 7 1 1 1 0

境 港 1 1 1 3 2 4 5 5

溝 口 8 7 8 7 7 7

黒 坂 8 8 8 8 1 2

合 計 49 48 1 1 3 3 4 7 1 58 59

/
/

前 年
同 期

64 66 4 1 1 1 1 1 6 1 1

/
/ 77 70

( 県警防犯課搦べ )

公害苦情取扱い状況
昭和 5 7 年 ( 1 ~ 1 2 月 )

＼＼＼＼~~~公選種別i措 置別 大気汚染 水質汚濁 土壌汚染 騒音 振動 地盤沈下 悪臭 その他 合話
受 理 件 数 2 1 4 1 7 3 3

措置別
話 合 い あ っ せ ん 1 1

警 告 ･ 指 導 2 1 3 1 1 2 6

検 挙 4 4

他 機 関 通 報 2 2

措 置 不 能

そ の 他

前 年苦 情 受 理 件 数 3 1 6 2 4 7 6 8

( 県警防犯課調べ )
一 1 9 0 -



資料 1 5 昭和 57年度環境保全関係予算等の概要

⑨ /“

◎ 環 境 保 全 課
( 単位 ; 千円 )

事 業 名 5 7 年度予算 備 考

( 目 ) 環 境 保 全 費

清 掃 指 導 費

環 境 保 全 行 政 費

大気汚染 防止対策費

水質汚濁 防止対策費

騒 音 防 止 対 策 費

振 動 防 止 対 策 費

悪 臭 防 止 対 策 費

地盤沈下 防止対策費

海 水 浴 場 整 備
促 進 指 導 費

9, 3 8 1

3 , 4 2 2

8 , 4 4 7

2 1 , 8 8 0

2 , 4 8 3

4 1 4

1 , 6 7 4

1 , 6 9 6

2 8 0

一般廃棄物処理指導費 7, 7 7 1

産業廃棄物処理指導費 1 , 6 1 0

公害対策審議会費 5 7 1

水質審議会費 3 1 3

環境保全推進費 1 , 9 7 2

公害紛争処理費 3 2 6

汚染物質排出量調査費 2 4 0

条例施行費 1 , 1 1 2

環境汚染物質凋査費 5 4 9

窒素酸化物等自動監視測定費 7 8 9

境港外港竹内地区埋立事業環境監視費 3, 5 9 3

大気汚染健康影響調査費 1 , 9 9 1

有害物質全国総点検圏査費 4 1 3

条例施行費 9, 4 7 1

二級河川等調査費 1 , 1 3 4

水質測定計画作成費 4 6 8

環境基準常時監視費 9, 8 2 9

中海淡水化影響調査費 4 4 0

湖沼水質総量規制検討調査費 3 3 8

湖沼浄化対策推進費 2 0 0

討 4 9,6 7 7

- 1 9 1 一



◎ 自 然 保 護 課
( 単位 . 千円 )

事 業 名 5 7 年度予算 ′ 備 考

( 目 ) 環 境 保 全 費

自然環境保全審議会費

自 然 保 護 行 政 費

自 然 保 護 対 策 費

公園調査 及 び管理費

公園等施設整備事業費

中 国 自 然 歩 道
整 備 事 業 費

温 泉 審 議 会 費

温 泉 振 興 対 策 費

自 然 保 護 思 想
普 及 啓 蒙 事 業

自然科学館管理運営費

国民休暇村誘致事業費

保 全 地 域 掲 査
及 び 管 理 費

1, 0 5 9

1 5 , 5 1 4

2 3 , 2 4 4

1 9 , 0 0 9

7 6 , 2 2 0

3 5 , 0 0 0

1 ,4 9 7

5 9 , 2 9 9

2 , 1 0 9

5 , 9 7 2

2 , 5 0 0

1 , 0 3 9

自然環境保全審議会費 1 , 0 5 9

自然保護行政費 1 , 5 1 4

賠償金 1 4, 0 0 0

自然保護用地購入事務費 3, 2 4 4

自 然保護用地購入費 2 0 , 0 0 0

大山遭難防止対策費 1 6 9

公園計画等調査指導費 5 0 0

国立公園施設管理費 1 5 , 2 7 3

国定公園管理費 7 8 7

中国 自然歩道施設管理費 1, 9 8 0

県立公園指定調査費 3 0 0

山 陰海岸国立公園施設整備事業費 2 4, 4 0 0

大 山隠岐国立公園施設整備事業費 4 8 , 0 0 0

県立公園施設整備 3, 8 2 0

芦津 ･ 若杉峠、 金門 、 寂静山 、 赤松、 境水道線整備

事業費 3 5 ,0 0 0

温泉審議会費 1, 4 9 7

温泉調査指導監督費 9 0 2

東郷羽合温泉保全調査費 5 8, 3 9 7

自 然解説事業費 1 , 0 8 9

自然保護研修事業費 7 2 0

自然歩道案内図作成費 3 0 0

自 然科学館管理運営費 5, 9 7 2

国民休暇村誘致事業費 2, 5 0 0

保全地域調査及び管理費 1, 0 3 9

計 2 4 2, 4 6 2

艇

一 1 9 2 -
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資料 1 6 市町村の公害行政機構市町村名 公害行政担当部･罧名 公害対策審議会設置 公害対策協議会設置

市
市
市
市
町
町
村
町
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
町
町

取
子
吉
港
府
美
部
家
岡
原
東
桜
瀬
治
頭
高
野
谷
合

郷
朝
金
条
栄
伯
碕
伯
見
本
津
江
山
和
山
南
野
府

口
吉

鳥
米
倉
境
国
岩
福
郡
船
河

八
若
用
佐
智
気
鹿
青
羽
泊
東

三
関
北
大
東
赤
西
会
岸

日
淀
大
名
中

日
日
江
溝

課
室
踝
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
踝
課
課
踝
課
課
踝
課
課
課
裸
課
謀
課
課
課
課
室
課
課
課
室
罧
罧
課

境囃鯰
境
健

生
発

全
認橡麟

綴
綵
祉
民
民
健
生
健
生
民
祉
生
祉
生
務
画
民
民
民
民
民
健
健
衛
民
開
画
健
保
画
健
健
民
画
民
健
健

鴬
鰤
祉
生

健
画

境
下
厚
福
民
福
町
住
保
民
保
厚
町
幅
民
福
民
総
企
町
柱
町
町
町
保
保
保
町
企
企
保
環
企
保
保
町
企
町
保
保

1
1

1
5

2
1

4
0

0
3

0
2

1
1

1
1

1
1

4
1

1
1

2
1

2
3

2
2

2
2

4
0

1
0

0
4

3
L

1
0

6
2

4
1

0
0

a
6

3
8

7
4

1
4

1
ユ

ー
ム

ー
ユ

ー
ユ

ヤ
ー
ム

ー
ム

ー
4

6
5

5
7

7
9

6
7

6
6

7
6

6
7

6
6

5
6

8
6

7
7

和
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
旧

o
o

““醐
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資料 1 7 市町村の環境関係条例制定状況

条 例 公 布 日 施 行 日

鳥取市 自 然保 護お よ び環境保全条 例

米 子 市 環 境 保 全 条 例

倉 吉 市 公 害 防 止 条 例

境 港 市 公 害 防 止 条 例

大 栄 町 環 境 保 全 条 例

大 山 町 環 境 保 全 条 例

赤 碕 町 環 境 保 全 条 例

東 伯 町 環 境 保 全 条 例

三 朝 町 環 境 保 全 条 例

関 金 町 環 境 保 全 条 例

西 伯 町 環 境 保 全 条 例

羽 合 町 環 境 保 全 条 例

東 郷 町 環 境 保 全 条 例

昭和
4 7 . 1 0 . 1 3

4 7 . 6 2 8

4 8 . 9 1 3

4 8 1 2 2 4

4 8 1 2 . 1 4

4 8 7 2

4 9 . 4 1

5 4 . 1 0 . 1

5 4 . 3 2 7

5 3 3 2 9

4 9 3 2 3

4 9 9 . 3 0

4 9 1 0 1

昭和
4 7 1 0 1 3

4 7 7 1

4 9 . 1 1

4 9 6 1

4 9 1 . 1

4 8 7 . 2

4 9 4 1

5 4 1 0 . 1

5 4 . 9 2 6

5 3 3 2 9

4 9 3 2 3

4 9 . 9 . 3 0

4 9 1 0 . 1

一 1 9 4 一
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資料 l 8 市町村及び住民の公害防止協定締結状況

締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 等 締 結 企業 ( 工場 ) 等

鳥 取 市 光和アル ミ ㈱

鳥取旭工業㈱

上原メ ッ キ

春 日井化工㈱

㈱山陰カ フ ー総合現像所

旭メ ッ キ㈱

協同組合鳥取鉄工センタ ー-他 1 1社

㈱鳥取菓子工業セ ン タ ー他 5 社

山根金属工業㈱

三洋製紙㈱

鳥取三洋電機㈱

鳥取県

ア ル ミ 製建材製 造

金 属 製 品

イン

窯 業

写 真 現 像

金 属 製 品

食 料 品 製 造

金 属 製 品

製 紙

電 気 製 品

毒汚 水業ず理験施 襞

昭和
48 1 2 . 28

50 1 2 . 29

んソ

んソ

たり

イン

5 1 7 26 ･
!

52 9 . 1 0

5 0 1 2 、 29

50 12 29

5 1 4 1

52 . 1 1 0

工業団地進出企
業 と の協定

米 子 市

住 民 米子市

ア ス フ ァ ル ト 合材㈱

清 掃 工 場 建 設

ア スフ ァル ト フoフ ン ト

52 8 19

5 6 1 0 20 市立会人

倉 吉 市

住 民

日 本チ ッ プ工業㈱

㈱明治機械製作所

関金生コ ン㈱

東伯町長他

倉吉市農業協同組合

打吹建設㈱

神鋼機器工業㈱

木 材 木 製 品

機 械

生 コ ン プ フ ン ト

清 掃 工 場 建 設

畜 産

ア スフ ァル ト プフ ン ト

機 械

4 7 . 2 1 6

47 7 20

48 2 14

48 1 0 . 22

4 9 9 27

47 1 1 8

5 0 2 2 1

市立会人

境 港 市 日本石油㈱ 石 油 49 9 20

福 部 村 同和建設㈱ アス フ ァ ル ト フoフ ン ト 46 1 0 2 7

国 府 町 寺本孝太良 ( 養鶏 )

㈲伊藤プ ロ イ フ ー

畜 産 48 8 2 4

48 1 2 28

岩 美 町 三洋デ ュ フ セ ル㈱ 乾 電 池 製 造 業 58 5 7

郡 家 町 ㈱藤原組

郡家建設㈱

アス フ ァ ル ト プフ ン ト 5 1 1 2 9

51 1 1 25

河 原 町 鳥取八木電子㈱ 電 気 製 品 製 造 48 . 1 0 1 9

- 1 9 5 --



締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 等 締 結 企 業 ( 工場 ) 等

八 東 町 昭和樹脂化工㈱

朝倉 勲

八東町農業協同組合

化 学 製 品

畜 産

昭和
5 1 7 . 3 0

5 1 12 8

53 4 1 5

羽 合 町 倉吉魚市場㈱

鳥取県

水 産 食 料 品

天神川流域 ･ 下水道

終末処理場設置

47 6 1

51 . 4 . 30

泊 村 富士西産業㈱ 食 料 品 製 造 48 . 1 0 1 9

北 条 町 岡本化学工業㈱

山陰自動車整備工業㈱

中部建設協同組合

三陽合繊㈱

前川菊次

北条町農業協同組合

中部舗装㈱

飼 料 ･ 肥 料 製 造

車 輌 整 備

土 石

紡 績

フ イ ス セ ン タ ー

アス フ ァル トプフ ン ト

47 12 29

50 9 20

5 0 6 28

53 1 0 5

52 6 13

52 3 1 9

55 . 1 . 1 8

大 栄 町

住 民

㈱河 鶴

大栄町農業協同組合

東伯町農業協同組合

倉吉家具工業㈲

鳥取サ ンシ ャ イ ンセ ン タ ー

大栄町農業協同組合

扶桑木材㈱

食 料 品 製 造

木 材 木 製 品

畜 産

家 具

ク j - - ン グ

フ イ ス セ ン タ ー

建 材

51 1 1 17

52 1 2 20

55 2 2 5

50 2 5

50 4 . 11

52 1 1 1 1

47 . 1 20

(大根つ け も の )

( パ ー ク 粉砕 )

町立会人

赤 碕 町 富士西産業㈱

赤碕町農業協同組合

赤碕生 コ ン㈱

上野水産㈱

赤碕町農業協同組合

食 料 品 製 造

農 産 物 加 工

生 コ ン プ フ ン ト

水 産 食 料 品

フ イ ス セ ン タ ー

48 10 28

51 1 2 15

49 1 2 27

4 9 1 2 2

53 12 7

県立会人

東 伯 町

住 民

東伯町農業協同組合

下伊勢畜産団地組合

東伯町農業協同組合

畜 産

イン

たソ

畜産 農産物加 工

畜 産

53 8 2 1

53 2 2 0

5 2 . 4 27

52 1 2 28

53 3 2

53 8 1 0

53 9 6

5 5 . 3 2 5

町立会人

- 1 9 6 -
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締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 等 締 結企 業 ( 工 場 ) 等

名 和 町

住 民

山陰畜産㈱

㈲ 山水園

山陰畜産㈱

㈱ 鳥取県食肉セ ン タ ー

枝谷純拓

名和食鶏㈲

畜 産
昭和
48 . 1 2 . 1 4

51 5 . 1 0

4 9 . 6 10

57 7 . 30

50 1 0 11

54 1 0 . 24

町立会人

大 山 町 ㈱近畿北コ ン 生 コ ン ブ フ ン ト 48 1 3 1

西 伯 町 江崎グ リ コ ㈱ 食 料 品 製 造 49 1 1 . 20

淀 江 町

住 民

大勇 自動車

㈱大協組

山根 厳

山本金属工業㈱

鳥取県経済農業協同組合連合会

㈱ ツ カ サ製作所

ニ ュ ー キ ング

米子精工㈱

山陰食鶏農業協同組合

車 輌 整 備

土 石

病 院 建 設

電 気 製 品 製 造

食 料 品 製 造

電 気 製 品 製 造

パ チ ン コ 店

機 械 加 工

畜 産

50 5 1 5

49 10 21

53 1 2 25

48 1 2 28

53 8 . 1 7

5 0 . 1 2 28

58 6 2 3

51 2 13

49 5 . 3 1

町立会人

会 見 町 栗村製作所

西部製砂協同組合

機 械 器 具 製 造

土 石

49 5 . 1 5

5 6 6 2 9 県立会人

日 吉 津 村 王子製紙㈱ 木 材 ･ 木 製 品 51 1 0 8 県立会人

日 野 町 矢崎部品㈱ 電 気 製 品 51 6 1

日 南 町

住 民

邑産業㈲

山陰食鶏農協 ･ 三吉食鶏組合

㈱ 日清畜産セ ン タ ー

生山砿業㈱

日南町

土 石

畜 産

イン

土 石

畜 産

54. 8 2 0

54 . 8 . 28

4 9 10 2

52 2 1 5

5 4 7 3 1



資料 1 9 県 内石油製品年度別使用 量の推移
( 単位 . k 1 )

年度＼\製選別｣ 揮発油 ナ フサ
ジェ ッ ト
燃料油

灯 油 軽 油 A重油 B 重油 C 重油
燃料油
合 計

昭和51年度
使 用 量 192, 9 1 2 1 5 , 1 1 3 7 , 346 1 04 , 229 1 20 , 28 2 1 27 , 5 1 5 58 , 287 1 33 , 3 09 758 , 9 93

( 構成比 ) ( 2 5 4 %) ( 2 0% ) ( 1 0% ) ( 1 3 7 % ) ( 1 5 8% ) ( 1 6 8% ) ( 7 7% ) ( 1 7 . 6% ) ( 1 oo o % )

前年伸率 5 8 1 1 4 4 0 6 1 8 2 8 3 1 1 5 6 9 3 7 8 8

52年度
使 用 量 202, 228 1 3 , 508 7 , 0 5 6 1 00 , 8 1 8 1 30 , 1 84 1 22 , 784 57 , 4 88 1 2 6 , 0 08 760 , 074

( 構成比 ) ( 26 6 %) ( 1 8 % ) ( o 9% ) ( 1 3 3% ) ( 1 7 1 % ) ( 1 6 2% ) ( 7 6% ) ( 1 6 . 6% ) ( 1 oo o 勿る )

前年伸率 4 8 △ 1 0 6 △ 3 9 △ 3 3 8 2 △ 3 7 △ 1 4 △ 5 5 0 1

53年度
使 用 量 218, 1 76 8 , 91 7 6 , 1 87 10 8 , 922 145 , 2 58 1 3 5 , 923 52 , 273 1 35 , 1 3 8 81 0 , 7 94

( 構成比 ) (26 9 %) ( 1 ‐ 1 9る ) ( o 8% ) ( 1 3 4% ) ( 1 7 9% ) ( 16 8% ) ( 6 4% ) ( 1 6 7% ) ( 100 0 多め

前年伸率 7 9 △ 34 0 △ 1 2 3 8 0 1 1 6 10 7 △ 9 1 7 2 6 7

54年度
使 用 量 225 , 3 1 5 3 , 58 7 1 3 , 729 1 10 , 821 1 62 , 26 1 1 45 , 920 49 , 00 5 1 30 , 920 84 1 , 558

( 構成比 ) ( 26 8 の ( o 4% ) ( 1 6% ) ( 1 3 2% ) ( 1 9 3% ) ( 1 7 3 % ) ( 5 . 8% ) ( 1 5 6% ) ( 1 oo o% )

前年伸率 3 3 △ 59 8 22 1 9 1 7 1 1 7 7 4 △ 6 3 △ 3 1 3 8

55年度
使 用 量 222 , 229 1 , 5 26 1 4 , 85 5 1 1 2 , 1 3 6 1 64 , 0 48 1 07 , 7 03 4 4 , 3 3 2 1 1 5 , 93 4 782 , 7 6 3

( 構成比 ) ( 28 . 4 %) ( o 2% ) ( 1 9 % ) ( 14 3% ) ( 2 1 0% ) ( 1 3 8 % ) ( 5 . 7% ) ( 1 4 . 8% ) ( 1 00 0 % )

前年伸率 △ 1 4 △ 57 5 8 2 1 2 1 1 △ 26 2 △ 9 . 5 △ 1 1 4 △ 7 0

56年度
使 用 量 226, 084 O 14 , 1 69 1 1 1 , 883 169 , 1 24 1 1 2 , 97 5 32 , 890 1 10 , 0 80 7 77 , 20 5

( 構成比 ) ( 29 1 %) O ( 1 8 % ) ( 1 4 4% ) ( 2 1 8 % ) ( 1 4 5% ) ( 4 2% ) ( 1 4 . 2% ) ( 1 oo o % )

前年伸率 1 7 △ 4 6 △ 0 2 3 1 4 9 △ 2 5 8 △ 5 0 △ 0 7

57年度
使 用 量 225 , 29 0 O 14 , 1 85 1 03 , 609 1 58 ,7 63 1 1 7 , 9 56 2 1 , 89 1 93 , 689 7 3 5 , 3 83

( 構成比 ) ( 30 6 %) O ( 1 9 % ) ( 1 4 1 % ) ( 2 1 6% ) ( 1 6 . o% ) ( 3 0% ) ( 12 8% ) ( 1 oo o% )

前年伸率 △ 0 4 0 1 △ 7 . 4 △ 6 1 4 4 △ 33 4 △ 14 9 △ 5 4

( 県 ･ 通商観光課調べ 通産省発行の ｢エ ネルギー生産 需給統計月報｣ によ る )

県 内 自動車保有台数の推移 & 1 万台

昭和51 . 3 のめ酋&&&&のるのめのめ&&& ( 1 69 , 1 74台)

52 . 3 衾衾衾&のる&&&&ののめのめ ( 1 82 , 275台)

5 3 ‐ 3 のめ衾黎ずのめのめ&&&&&& ( 1 96 , 626台 )

54 ‐ 3 逡衾礬の孕め&ののめのめのめ (2n , 527台 )

55 . 3 逡逡ののめのめののめ翁あののめのめのめ ( 227 , o2 1台)

56 . 3 簿衾&&&‐の- の墓簿斧のめのめのめ (237 , 679台 )

57 ‐ 3 逡のめるのめ,のめのめ衾のめの含めのるのの ( 247 , 6 3 5台)

58 ‐ 3 の, め, 貧る&衾翁のめのめ礬の安め&&& ( 2 57 , 284台 )

資料2 0

( 鳥取県陸運事務所詞べ)
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資料2 1 環境基準類型指定概要図
凡例区 域 名 1倖自警 到

N
“

“I
I
I

慥増-榧梨中國 越沼 A I 日 本 海

灘画瀞 “ . " 海節 煙器鷲讓勢｣鰓舛海域 A 1 l云轄鞠鸚謝り匙樋川 . 門川 I夫柵=下流 ( 小鴨川 46 9 14 河川 A 天

晶o滋諦輻総 務 川 輪講国鷲- - !署= , .
加茂川 佐陀川 - ′ I I L“ 残響“ “ ! .認 可瀦 勾 / 野 富有 大路,川 川

国府川 川 三徳川 私
小鴨川 加臘 - - 砂馴 霧 八剩 - -

小松谷川 日野 圏濃擬鬘鐵撚5雄 一河′ = 懸 l 川
法勝寺川 川 佐治川佐治川 千欄=上流 ( 有割= 46 9 1 4 濁 =

匙野祷ら上流 ) 9M 河川脂



資料22 水質の経年変化 ( 昭和 52 ~5 7年度 )

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( 財)

52年度 53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 52年度

〔 河 川 〕

( 1 級河川 )

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

天 神 川 水 系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巖 城

河 原 町

関 金

今 西

横 手

片 柴

森

1 6

1 0

0 8

0 . 8

0 8

0 7

0 . 6

0 7

0 6

0 . 6

1 9

0 7

1 6

1 7

0 7

0 7

0 5

0 8

0 6

0 8

0 6

0 9

0 6

0 6

2 .3

1 3

0 8

0 7

0 6

1 2

0 7

0 9

0 8

0 7

1 9

0 9

1 4

2 0

0 7

0 5

0 7

0 9

0 6

0 7

0 7

1 3

0 7

0 7

1 6

0 7

0 7

0 8

0 6

0 6

0 . 5

0 6

0 6

0 . 5

0 . 8

0 6

1 . O

1 8

0 9

0 7

0 6

1 0

0 8

0 . 8

0 5

0 9

0 5

0 5

1 . 7

0 8

0 8

0 7

0 . 7

0 6

0 . 6

0 6

0 6

0 6

0 8

0 6

0 9

0 9

0 7

0 6

0 7

0 8

0 7

0 6

0 6

0 8

0 6

0 6

1 5

0 .9

0 . 9

1 0

0 8

0 7

0 7

0 8

0 .8

0 6

0 .9

0 7

1 2

1 2

0 7

0 6

0 . 6

0 9

0 6

0 5

0 6

0 9

0 7

0 6

2 0

1 0

0 9

0 9

0 9

1 1

0 8

1 0

1 1

0 8

1 0

0 9

1 6

1 . 9

1 1

0 8

0 6

1 4

1 0

0 6

0 6

1 2

0 8

0 6

1 1~2 6

<0 .5~ 1 7

<0 5~1 . 5

<0 5~1 . 3

< 0 5~1 . 7

<0 5~1 1

<0 5~0 9

<0 5~1 3

<0 5~1 0

< 0 5~0 8

<0 . 5~8 3

く0 . 5~ 1 2

0 5~3 5

0 . 5~5 . 2

<0 5~1 4

<0 5~1 5

< 0 5~0 9

<0 5~1 2

<0 5~1 1

<0 5~1 5

<0 5~0 . 8

<0 . 5~1 7

<0 5~0 8

<0 5~1 1

国 元 / ヅ 環境基準に不適合の 日数 / 総測定 日 数

一 2 0 0 -

B O D

53年度

D 最 小 値

度 54年度

最 大 値 ( % ) I 多 /
53年度度 54年度 年 56年 57年 52イモ 5 3年 54年 5銘序 ; 度 57年度

0 8~{

<0 5~E

06 ^) ]

<0.5~1

く0.5~O

<0 5~3

<0 . 5~2

<0 . 5~2

く0 5~2

<0 5~2 ‘

0 6~5. (

く0 5~2 7

0 5~3 9

0 5~7 2

く0 5~ 1 ‐ 0

《0 5~0 5

0 5()1 4

0 5~1 5

0 5^)1 . 1

0 5^) 1 8

) 5~0 8

) 5^)2 1

) 5~1 2 ･

- 5~1 4 く

o . 5 (増

<0.5~:

<0 5^〕 ]

<0 5~]

<0. 5~1

<0 5~1

<0. 5~1

<0 5~1

<0 5~1

<0 5~0

く0 5~1 ･

く0 5~0 :

く0 5~2 4

0 5~6. 7

て0 5~1 9

0 5~1 6

0 . 5~0 9

0 5~1 9

) 5~1 6

) 5~2 0

) 5~0 . 6

- 5~1 8

l 5~0 9 ･

5~0 6 く

0 6~ ;

0 . 5^う

<0.5~ ]

<0 5~ ]

<0 5~ 1

<0 5~1

<0 5~ 1

<0 5~O

くO 5~1

<0 5~1

く0 5~ 1 -

く0 5~1 ]

く 0 5~ 1 E

0 5~2 5

で0 5~1 . 5

0 5^) 0 9

0 5~2 0

0 5~ 1 3

0 5~1 . 3

) 5~1 0

) 5~1 3

- 5~ 1 7

5~1 0 ･

5~0 . 9 ･

0 9~

0 . 5~

0 5~ :

0 5^) ]

<0 5~ ]

<0 . 5~ 1

く0 5~ 1

<0 5~ 1

<0 5~ 1

<0 5~1

0 5~ 1

<0 5~ 1

く0 ･ 5~2 2

0 5~3 6

ぬ 5~1 2

0 5~0 8

0 5~0 8

0 5~ 1 3

フ 5~ 1 0

) 5~0 9

) 5~0 9

- 5~ 1 6 ･

5~ 1 1 く

5~0 8 く

: 1 .○~

0 6~

0 6~

05~ ;

<。5~乏

<0 5~2

<0 5~ 1

0ト1

<05~2

く05~ 1

く 05~2

く05~1 l

く 05~3 ]

1 1~38

0 7~ 1 8

0 5~1 1

05~ 1 0

0 6~2 8

) 5~0 7

) 5~0 8

お~ 1 0

5~2 1

5~ 1 6

5~ 1 1

2 / :

0 た

2 / ]

1 / 1

3 / 1

2 / 1

0 / 1 ｣

/ 1 "

/ 塑

/ 12

/ 1 2

/ 12

3 / 24

0 / 30

. / 12

' / 12

ソ 12

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

4 /′ ]

2 / 2

1 / 1

1 / 1

0 / 1

5 / 1

1 / 1 ;

/ 1 ;

/ 度

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

3 /25

○ / 30

) / 1 2

) / 1 2

. / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / :

0 / ]

2 / ]

2 / 1

1 / 1

0 / 1

0 / 1 '

/ 1 ;

/場

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

2 / 2 4

9 / 30

3 / 1 2

珍 / 1 2

- / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / 二

0 / ]

2 / 1

2 / 1

0 4

2 / 1

1 / 1 ;

/塑

/藤

/ 12

/ 12

/ 1 2

0 /24

2 / 30

L / 1 2

) / 12

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

2 / ]

0 / ]

5 / 1

5 / 1

3 / 1

3 / 1 ;

2 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

1 / 24

1 / 3 0

t / 1 2

) / 1 2

) / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

3 /

1 /

3 ノ ベ

3 / 会

4 / ]

4 / l

2 / 1

/ 1

/ 1

/ 1 ;

/ 1 "

/ 度

5 / 24

0 / 30

姿 / 12

. / 1 2

- / 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

。
“

@

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 12

B O D 最

<O

<0.5~1 .

く0.5~O

<0 5~3. 7

<0 . 5~2 8

<0 . 5~2 0

く0 5~2 6

<0 5~2

<O

O

<0

<O

<O

<0 5~1

<0 5~O

<0 5~2

<0 5~1

<0 5~1

一 2 0 1 一

5 / 24

m /30

/ 12



水 域 名 点 名

B O D 又 は C O D 年平均値 ( % )

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

･ 2 級河川 )

蒲 生 川

塩 見 ! I

河 内 月

勝 部 i -

由 良 川

加 勢 蛇 ノ ー

阿 弥 陀 i

佐 陀 j

( 都市河川 )

旧 袋 i

玉 i

旧 加 茂 i

〔 湖 沼 )

湖 山

東 郷

多 鯰 ケ

中

〔 海 域 〕

美 保

日 本海搖

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

3 地 点

イン

ノン

イン

メソ

メソ

"

"

7 地 点

5 地 点

メソ

4 地 点

メソ

･ 3 地 点

き 5 地 ,窄

彗 8 土地室 バ

1 0

1 . O

0 7

0 7

0 8

0 7

0 7

0 6

1 3

0 8

0 5

L 0() 1 8

L 8() 2 3

3 9() 2 3

1 6() 2 3

1 1 () 1 . E

0 5() ○ う

0 6() 1 (

0 9() 1 "

1 . 6() 7

1 . 1 ^) 1

1 8() 3

5 . 8 () 6

5 9() 6

3 7 () 4

3 5 () 6

1 8() ;

0 5 () -

0 9

1 1

0 7

0 . 6

0 7

0 6

0 7

0 5

0 9

0 7

0 6

3() 1 8

･ 6() 2 0

L 2() 4 1

L 5() 2 4

L 1() 3 C

0 6

1 . 0() 1 . 2

1 2 () 1 {

4 0() 6

o 9() 2

1 7() 4

7 3()9

6 3() 6

4 1() 4

3 6() 5

1 5 () 乏

1 0() "

1 1

1 . 3

0 8

0 8

0 6

0 5

0 6

0 6

1 1

0 7

0 . 5

) . 8() 1 . 2

) 6() 1 6

) 8() 3 . 5

1 .7 () 2 . 8

0 . 8() 2 6

0 6() ○ つ

0 7() 1 '

1 9() 2 :

3 4() 5 .

0 9 () 1

1 8^)2

4 6() 5

4 9() 5

2 8() 3

2 6() 5

1 5() 髪

0 . 6() :

0 7

0 9

0 6

0 6

0 7

0 6

0 6

0 6

0 9

0 7

0 5

) 5() 0 6

) 6^) 1 2

く0 5~1 ]

0 7() 1 4

0 8() 1 . E

0 7

0 . 8() 1 ;

1 0() 1 . 【

2 6() 1

0 8() 2

7 6() 1

4 5()4

3 9()4

3 0() 3

2 1() 5

1 2^) 2

0 7 () ]

1 . 3

1 1

1 0

1 . 1

0 8

0 .8

0 9

0 7

1 2

0 9

0 . 7

) 6() 0 7

0 6() 1 2

0 . 6() 1 C

0 8^) 2[

1 4()2 (

0 6() 0 (

0 6() 0 !

0 9() 1 :

3 1() 5 .

0 8() 1

7 1() 1

4 9() 5

3 8() 3

3 6() 3

2 7() {

1 2() ;

0 8~

1 2

1 2

1 0

1 1

0 8

0 6

0 7

0 7

1 4

1 2

0 . 6

0 7() 0 9

〇 8() 1 ℃

0 . 8() 1 . ]

1 1() 2 (

1 2() 2 (

0 7() o i

0 6() O

0 8() 1

3 2() 5

1 1 () 1

7 4() 1

4 3() 4

4 . 8^) 4

3 5() "

2 1 () {

0 8~

0 7~

15~2 . 3

0 5~1 8

0 5~1 2

0 5~0 9

0 5~1 1

0 5~1 . 2

く 0 ･ 5~1 2

く0 5~0 7

く0 5~4 0

く O 5~1 ‐ 7

く 0 5~0 7

く 0 5~2 7

く〇 5~3 (

く0 5~6 2

0 6~2 ≦

0 8~3 ;

<0 5~1 -

< 0 5~1

0 . 7~1

0 8^)3

<0 5~2

4 4~1

3 3~1

3 4~王

3 2~く

1 6~l

' 1 0~

) <0 5~

7
0

日

5~0 9

7 6D

(･

5~3 6

5~6 2

6~2 9

5~1 0

0 5~1 6

0 . 7~1 3

8^)3 6

0 5~2 4

4 4~12

3~1 1

4~8 4

2~4 3

6~8 4

0~4 3

5~1 0

B O D又は C O D最小値~最大値 ( % ) 戈 / ン

5 3年度 54年度 55年度 56年度 57年度 52年度 53年度 54年度 5 5年度 56年度 57年度

<0 5~3 5

<0 5~3 7

<0 5~ 1 9

<0 5~ 1 1

<0 5) 1 3

<0 5~ 1 4

<0 5) 1 3

<0 5~ 0 8

<0 5~2 0

<0 5し 1 2

<0 5~ 1 2

<0 5~3 2

0 6~ 2 9

< 0 5~ 5 8

0 7~ 4 3

<0 5~ 4 1

<0 5~4 1

0 5~ 2 1

0 7~ 2 8

0 8~ 1 1

<0 5~7 1

4 5~ 1 0 ℃

3 2~2 5

3 3~ 1 4

2 8~ 6 2

2 1~ 9 7

<0 5~3 1

0 5~ 1 6

<0 5~7 7

<0 5~4 8

<0 . 5~ 1 9

<0 . 5~2 1

<0 5~0 7

<0 5~0 7

<0 5~ 0 8

<0 5~ 0 9

<0 5~2 8

<0 . 5~ 1 3

<0 . 5~0 7

<0 5~ 1 7

<0 5~2 5

<0 5~5 9

0 5~4 7

<0 5~5 0

<0 5~ 0 9

<0 5~ 2 0

0 9~ 5 3

1 3~ 1 2

<0 . 5~2 9

5 7~5 6

2 5^) 1 0

2 2~ 1 7

2 3^) 4 1

1 6~ 8 7

0 5~ 4 7

<0 5~2 0

<0 5~ 1 1

<0 5~ 2 6

<0 5~ 0 9

<0 5~ 0 8

<0 5~ 1 2

<0 5~ 0 8

<0 5~ 0 8

<0 5~ 0 7

0 6~1 3

<0 5~ 1 2

< 0 5~ 0 6

<0 5~0 8

<0 5~ 1 5

<0 5~2 1

<0 5~2 5

0 6~3 6

<0 5~ 1 1

0 . 6~ 1 . 8

0 8^) 1 6

0 9~2 2

< 0 5~ 6 4

4 8()2 8

2 6~ 1 1

1 6~ 6 3

2 3~ 3 9

1 1~ 1 1

< 0 5~3 4

<0 5~ 1 9

0 6~3 2

0 5~3 1

<0 5~3 2

<0 5~3 3

0 5~ 1 . 3

0 5~ 1 1

0 6~1 1

<0 5~1 5

0 7~3 4

<0 5~2 5

<0 5~1 1

<0 5~ 1 0

<0 5~1 8

<0 5~1 9

<0 5~2 9

0 8~3 5

0 5~ 1 3

<0 5~1 3

0 6~1 7

1 2~2 5

0 5~5 9

3 1~4 6

2 7~1 2

2 4~7 6

2 9~4 8

1 3~2 6

0 5~3 6

0 6~1 8

0 6人2 8

<05~2 4

05~2 4

05~21

0 5~11

<05~1 0

<0 5~1 2

<05~1 1

<05~2 6

<0 5~2 2

<05~08

<0 5~12

<05~12

05~09

0 6~3 7

0 6~3 7

< 05~ 1 5

<0 5~08

0 6~1 5

0 7~1 0

<0 5~5 5

3 1 ~3 3

2 7~8 2

3 0~6 4

3 0~5 0

1 0~7 6

< 05~2 6

0 5() 1 5

1 / 2 4

0 / 30

1 / 1 2

0 / 1 2

1 / 12

1 / 1 2

1 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 1 8

/ 60

/ 60

48 / 48

48 / 48

/ 1 2

7 3 / 96

38 / 96

o / 2 3

1 / 2 3

1 / 29

1 / 1 2

1 / 1 2

1 / 1 2

1 / 1 2

1 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 0 2

/ 60

/ 60

48 / 48

48 / 48

/ 12

7 4 / 96

1 5 / 96

0 / 2 1

2 / 2 4

4 / 3 0

2 / 1 2

1 / 1 2

0 / 1 2

o / 1 2

0 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 0 2

/ 60

/ 60

4 1 / 48

37 / 48

/ 1 2

58 / 96

2 3 / 96

0 / 24

0 /24

1 / 30

0 / 1 2

0 / 12

1 / 12

o / 1 2

0 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 02

/ 60

/ 60

3 9 / 48

3 2 / 48

/ 1 2

53 / 94

9 / 96

0 / 2 1

3 / 24

4 / 30

3 / 1 2

4 / 1 2

2 / 1 2

3 / 1 2

3 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 1 4

/ 60

/ 60

40 / 48

32 / 48

/ 1 2

47 / 96

1 5 / 96

o / 2 1

2 / 23

2 / 29

4 / 1 1

5 / 1 1

1 / 1 2

0 / 1 2

1 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 1

/ 1 1

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/ 12

/ 1 2

/ 1 2

/1 1 4

/ 60

/ 60

4 3 / 48

4 6 / 48

/ 1 2

43 / 96

2 / 96

0 / 24
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昭和 5 7 年度水質測定結果総括表 ( 生活環境項目 )

O D又は C O D ( %) S S 又 は 油 分 ( %) 大腸菌群数 (MPN / 1 00 加“ )
/ γ % m 1 n ~ maX 鴛 / γ % m 1 n ~ ma 文 戈 / γ %

加

m l n ~ maX

1 6 / 60

4 / 24

5 / 3 6

1 5 / 54

1 2 / 70

4 / 52 2 61 6聡2 71 77
< 0 5 () 2 3

0 6 へ) 3 . 4

< 0 5 へ) 1 . 8

< 0 5 () 3 8

< 0. 5 () 2 4

< 0 5 () 2 8

( S S )

1 / 60

1 / 24

0 / 36

0 / 54

2 / 70

1 / 52 142九
< 1 (し 38

< 1 () 26

1 () 2 1

2 () 25

< 1 () 71

1 へ) 34

60 / 60

24 / 24

3 6 / 3 6

54 / 54

7 0 / 70

4 4 / 52

1 00

1 00

1 00

10 0

1 00

84 . -

2 3 × 1 02▲し2 4 ×1

2 5× 103ノし≧≧ 4〉粒

4. 5 × 102“し7 9×1

1 3 × 103尹しL3 × 1

6 8 ×10 ~2 8× 1 -

3 3 × 10 2メし5 4× 1 (

43 / 48

46 / 48

43 / 9 6 8 9%“
2. 7 () 8 . 2

3 0 () 6 4

1 0 (し 7 6

( S S )
4 0 / 48

4 8 / 48

1 49/1 92

83 3

1 0 0

77 6

2 () 27

6 へ) 34

2 へ) 36

1 2 / 48

1 7 / 48

24 /1 9 2

25 .

3 5 .

1 2 ,

2 8 ×10 ~ 1 8× 1

3 . 6 × 1 0′~2 1 X1 0

<1 8 ′~1 8×1 0

2 / 83

0 / 12

0 / 90 400
2 < 0 5 ~ 2 6

0 5 () 1 5

0 . 5 () 1 9

油分 )
0 / 83

0 / ヱ 2

0 / 90

O

O

O

ND

ND

ND

2 / 83

- / 1 2

3 / 90

2 4

3 3

<1 8 メ~2 1 × 10 3

く1 . 8 メし 1 3 × 1 03

<1 8′~ 7 . 3× 1 03

33 /1 66

23 /1 30

3 2/1 92

2 /1 73

0 / 1 2

1 9 9

1 7 7

68 . 8

1 2

O

< 0 5 ~ 2. 4

< 0 5 ~ 3 .8

1 0 {) 8 2

< 0 5 ~ 2 6

0 5 へ) 1 5

3 /1 66

2 /1 30

237/2 88

0 /1 73

0 / 1 2

1 8

1 5

82 3

O

O

く 1 ~ 71

< 1 ~ 34

2 () 36

ND

ND

166/1 66

1 22/1 30

53 /288

5 /1 73

- / 1 2

1 0 0

93 8

1 8 4

2 9

.8 × 10 ′~ 2 .④qo5

3 ×1 0 ′し>2 のqo5

<1 8~ 2 1×104

<1 8~ 7.3×103

<1 8 “~ 1 3)く103

90 /6 73 28 2
42/769 31 5 3 46/7 69 4 5 0

水 域 名 類型 N
pH D0 ( %)

筧 / γ % 1 m l n ~ maX 霧 / γ % m 1 n ~ maX

河川
千 代 川

れソ

天 神 川

れソ

日 野 川 榮A船A榮A 523262
0 / 60

o / 24

0 / 36

o / 54

0 / 7 0

o / 52 000000
6 . 6 () 7 9

6 8 () 7 7

6 7 () 7 . 5

6 9 () 7 5

6 . 6 () 8 1

6 . 8 () 8 0

o / 6 0

3 / 24 0

0 / 3 6

6 / 54

0 / 7 0

3 / 52

O

1 2 5

O

1 1 1

O

5 8

7 7 () 1 2

7 2 () 1 1

7 7 () 1 2

5 5 () 12

7 8 () 1 3

6 8 () 1 3

湖沼
湖 山 池

東 郷 池

中 海 AAA 44214
1 / 48

1 3 / 4 8

17 ん 92

2 . 1

2 7 1

8 9

7 . 2 () 8 6

7 1 () 9 1

7 7 () 9 . 2

3 / 48

6 / 48

8 6 /1 75

63

12 . 5

49 1

6 9 () 1 2

4 . 5 () 13

3 3 () 1 3

海域
美 保 湾

イン

日 本 海 ABA 7130
o / 8 3

o / 1 2

0 / 90

O

O

O

8 1 ~ 8 3

8 1 () 8 3

8 1 () 8 . 3

3 4 / 83

o / 1 2

3 4 / 9 0

4 1 , O

O

3 7 8

5 . 9 () 9 1

6 6 () 8 . 8

6 5 () 9 0

計

河 川

イン

湖 沼

海 域 船AAAB 46071123
o /1 66

o / 1 30

3 1 /288

o / 1 73

0 / 1 2

O

O

1 0 8

O

O

6 6 () 8 1

6 8 () 8 0

7 1 () 9 2

8 .1 () 8 3

8 1 () 8 3

1 /1 66

1 2 /1 30

9 5 /27 1

6 8 /17 3

0 / 1 2

0 . 6

9 . 2

3 5 . 1

3 9 3

O

7 7 () 1 3

5 5 () 1 3

3 3 () 1 3

5 9 () 9 1

6 6 () 8 . 8

合 。十 78 3 1 /7 69 4 . O 176/7 52 23 . 4

鰯 戈 / γ . 環境基準に不適合の 日数 / 総測定 日数
中海の C O D に ついて は農林水産省中海干拓事務所調査分はアルカ リ 法であ る た め計上 していない。
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資料 23 鳥取市内地盤沈下量の経年変化

水 準 点 番 号 22 19 0易 09 1 ) 22 1 8 067 ( 3 ) 068 ( 2 ) ( 4 )

所 在 地 田園町三丁目 松並町二丁目 寿町(西中) 西町五丁目 本町一丁目(遷喬小 行徳(慈眼寺) 新品治(景福寺 方温泉一丁目(日進小) 幸町(市立病院)
S 49 6 ~ 5 1 6

の 沈 下 量

7 63

( 3 8 2

3 7 8

( 1 89 )

4 02

( 2 01

3 43

( 1 72

3 4 1

( 1 71

2 8 5

( 1 4 3 )

1 58

( o . 79

1 8 2

( 0 . 91 )

0 . 7 1

( o 36

S 5 1 6 ~ 52 7 4 22

( 3 . 9 0

2 2 2

( 2 0 5

2 2 5

( 2 08

1 . 79

( 1 6 5

1 80

( 1 66

1 5 5

( 1 43

1 0 3

( o 95

0 9 5

( 0 88

0 6 7

( o 62

S 52 . 7 ~ 5 3 7 3 5 5 2 04 2 0 2 1 99 1 55 0 9 9 0 83 0 58 0 43

S 5 3 7 ~ 5 4 7 3 6 6 2 3 7 1 6 4 1 29 1 0 0 0 7 8 0 49 0 67

S 54 . 7 ~ 55 . 7 3 . 80 1 . 1 3 1 0 1 2 0 62 0 48 0 25 0 . 1 5

S 55 . 7 ~ 56 . 7 2 6 1 4 1 . 2 1 2 0 8 0 8 0 5 0 3

鶯き
0 5

( 0 1

S 56 7 ~ 5 7 7 2 2 0 5 0 9 0 4 0 4 0 2 0 9 0 1 十 0 0

ロ喘礬蝨 27 1 3 5 1 3 1 1 9 . 7 6 5 . 4 . 6 2 . 2

36 )

62 )

43

囲 1 . 沈下量の ( ) は 1 年間の沈下量に換算 した も の 。
2 - は測量 しなかっ た も の 。
3 . 沈下量の 十 は隆起 した も の 。

一 2 0 6 一

動

( 単位 cm )

0‐221 6 1 1 21 1 0 66 ( 5 ) 0増33 麗 0‐22 1 7 ( 7 ) ( 8 ) 凹身 1o ( 9 ) (1の

吉方温泉四丁目 立川四丁目(大雲院) 吉成 安(職業訓練校) 今町二丁目 田園町四丁目(建設省鳥取工事事務所) 庖丁人町 秋里(因幡浄苑 江津(中央病院 安長 秋里(荒木神社) 秋里(工業試験場
0 82

( 0 49

0 5 1

( o 26 )

0 4 3

( o 22 )

0 6 4

( o 32 )

0 4 1

( o 2 1 )///////
0 46

( o “)

0 46

( o 42 )

0 48

( o 44 )

0 4 3

( o 40 )

0 4 7

( o 43 )///////
0 13 0 3 0 0 3 3 0 4 5 0 32 〔譜〕//////

｢

(亡失 ) 8 . 47 繊麗〕/////
撮震〕 5 38 0 42 〔鑓〕 吸盤〕 繊麗◇ 黛繕〕 黛盤〕

鶯“〕
0 68

( o 23 )

鶯“〕
0 76

( o 2 5 )

e繁 多〕
0 7 1

( o 24 )

e繁 多〕
0 3 8

( o 1 3 )

0 2 2 4 4 5 0 45 4 36 3 84 2 42 1 74 1 . 46

0 22 0 0 3 0 05 0 0 1 十 0 1 3 2 73 0 26 2 9 0 2 57 1 62 0 70 0 77

2 31 2 0 6 2 00 1 9 1

egg の
1 20

S 55 . 7 、

~57 7ノ

0 09

鶯努〕

2 1 03

&勢 多〕

1 1 3

S 55 7

~57 7

7 . 26

焦り･ 多〕

6 41

焦り 多〕

4 04

鰭 の

2 44

鰭 多>

2 23

-- 2 0 7 -‐
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資料 24 公害関係用語の解説

【 大 気 】

硫黄酸化物 ( S o x )

石油 、 石炭その他硫黄分を含んだ燃料が燃えて生ず る 汚染物質で、 主に二酸化硫黄 ( S0 2 ) と 若干

の三酸化硫黄 ( S03 ) で あ り 、 大気汚染の主役の-ってあ る 。

一酸化炭素 ( CO )

燃料な どが不完全燃焼す る 際に発生す る大気汚染物質で主な発生源は 自動車 と いわれる 。 一酸化炭

素が体内に吸入 さ れ る と 、 血液中ヘモ グ ロ ビ ン と結合 して酸素の補給を妨げ、 貧血を起 こ した り 、 中

枢神経を ま ひ さ せた り す る 。

K 値 規 制

施設 ご と に煙突の高 さ に応 じた硫黄酸化物許容排出量を求め る 際に使用 さ れる大気汚染防止法で定

め ら れた定数であ る 。 K値は地域 ご と に定め ら れてお り 、 施設が集合 して投置 さ れてい る 地域ま ど規 ◆ 1
制が厳 し く 、 そ の値 も 小 さ い。

光化学オキ シ ダン ト

自動車排出 ガス な どに含まれ る窒素酸化物 と 炭化水素が紫外線に よ り 化学反応を起 して生成 さ れる

も ので、 オ ゾン 、 アルデ ヒ ド ( RCHO ) 、 PAN ( RC03 N02 パー オ キ シ アセルナ イ ト レ ー ト ) な どの

酸化性物質を総称 した も のであ る 。 高濃度にな る と ス モ ッ グを形成 し 、 目 やの ど を刺激 し 、 呼吸困難

を引 き起 こ す。 また 植物な ど に被害を与え る 。

塩 化 水 素 ( HC1 )

大気汚染防止法で定め ら れた有害物質の一つであ る 。 廃棄物の中の塩化ビニ ー ルな どの塩化物が燃

焼す る と き に発生 し 、 水 と 反応 して塩酸を生成 し 、 炉の内部や煙突な ど を腐食す る 。

窒素酸化物 ( Nox )

窒素酸化物は石油、 ガス等燃料の燃焼に よ っ て発生 し 、 発生源は工場、 自動車、 家庭の厨房施設等

多種多様であ る 。 一酸化窒素 (NO ) 、 二酸化窒素 ( N02 ) 、 無水亜硝酸 ( N203 ) 、 亜酸化窒素 ( N2 0 )

等な ど窒素酸化物の形態は多種多様であ る が、 大気中に存在す る の は主に一酸化窒素 と二酸化窒素で

あ る 。 こ れ ら は光化学オキ シダ ン ト の原因物質の一つであ る 。

は い じ ん

石油や石炭等燃料の燃焼に伴い発生す る すす等の未燃焼固体粒子を い う

粉 じ ん

大気汚染防止法では、 物の破砕、 選別そ の他の機械的処理又はた い積に伴い発生 し 、 又は飛散す る

物質を い う
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【 騒音 ･ 振動 悪臭 1

暗 騒 音

あ る 場所で あ る 音を対象 と して。平価す る場合に 、 対象 と す る 音を除いた と き その場所にお け る 騒音

を 、 対象蘂‘対 ･暗騒音 と め o
騒音 レ ベル

J I S に規定 さ れる 騒音。十で測定し て得 ら れる ホ ン 、 又はdB ( デシベル ) 数であ り 、 騒音の大 き さ

を表わす も のであ る 。 一般に は騒音計の聴感補正回路A特性で測定 した値をホ ン、 又はdB囚で表わす。

騒音の規制基準等はすべて騒音 レベルに よ る 。

振動 レ ベル

振動の加速度をデシベル ( dB ) で表わ した加速度レベルに振動感覚補正を加えた も ので、 単位 と し

て は、 デシベル ( dB ) が用 い ら れる 。 通常振動感覚補正回路を も つ公害用振動計に よ り 測定 し た値で

あ る 。

悪 臭 物 質

悪臭防止法では、 現在次の 8 物質を悪臭物質 と して定めてい る 。

( 1 ) ア ン モー ア ( NH3 ) ･刺激臭、 し尿臭

② 〆 チルメ ルカ ブタ ン ( CH 3 - S H ) ･ タ マ ネギの腐敗臭

( 3 ) 硫化水素 ( H2 S ) .卵の腐敗臭

( 4 ) 硫化メ チノギ( C馬 方 s ) … - - キ ャ ベツ の腐敗臭

(5 ) ト J メ チル ア ン ( C H 3 ) 3 N ) ･ ･魚の腐敗臭

( 6 ) 二硫化 メ チル ( C H3 - S - S - C H3 ) . - ン ー ク の腐敗臭

(7 ) ア セ ト アルブ ヒ ド ( C H3 CHO ) 果実様刺激臭

(8 ) ス チ レ ン (Q舟- CH= C H2 ) ･ ･ ポ リ エチ レ ン な どの加工臭

官能試験法

悪臭の測定法に は、 機器分析法 と 官能試験法があ る 。 悪臭防止法に よ る 悪臭規制 は機器分析法に基

づ く 指定悪臭物質の規制基準を設定す る こ と で行われてい る が、 悪臭発生源及 び複合臭な ど臭気物質

の多様化に対応 し えない状況が出て き てい る こ と か ら 、 官能試験に よ る悪臭測定が行われ始めた。 官

能試験法は嗅覚に基づ き 、 悪臭の強 さ を測定 し よ う と す る も ので、 通常、 悪臭を含んた試料空気を無

臭空気で希釈 して 、 におわな く な る ま での希釈倍率で臭気の強 さ と す る も のであ る 。 三点比較式臭袋

法は こ の試験法の一つであ る 。

三点比較式臭袋法

悪臭濃度を測定す る官能試験法の一つで、 臭いを含んだ空気袋 1 つ と無臭空気袋 2 つ と 計 3 つの袋

を試験者 ( 6 人以上 ) にかがせ、 臭いを含んだ も の を あて る方法で、 3 つの袋を順次希釈 し て行 き 、

- 2 0 9 -



臭いがわかる 限度の希釈倍率を確率的に求め 、 それを も っ て臭気濃度 と する も のであ り 、 機器分析法

によ る現在の特定物質に基づ く 規制 と異な り どのよ う な臭気や業種に も 適用で き る こ と か ら 、 悪臭

規制法に も 採用が見込まれてい る 。

【 水 質 1

健 康 項 目

水質汚濁物質の中で、 人の健康に有害な も の と し て定め ら れた項 目 であ る 。 こ れには 、 シ ア ン を は

じ め蓄積性の あ る重金属類の カ ド ミ ウ ム 、 水銀、 鉛、 ク ロ ム な ど 、 また 、 科学技術の進歩で人工的に

作 り 出 した物質、 例 えば PCB な どがあ る 。

環境中の濃度については、 人の健康の保護に関す る環境基準に よ り物質 ご と に定め ら れてい る 。

工場な どか ら の排水中 に含まれる有害物質の量は、 物質の種類 ご と に排水基準 と して排出許容限度

が定め ら れて いる 。

生活環境項 目

水質汚濁物質の中で、 生活環境に悪影境を及ぼすおそれのあ る も の と し て定め ら れた項 目 を いい、

現在、 PH 、 D0、 BOD、 COD、 S S 、 大腸菌群数な どが定め ら れて い る 。

環境基準は、 河川 、 湖沼、 海域別に、 水道、 水産、 農業用水、 工業用水、 水浴な どの利用 目 的に適

応 した類型によ っ て基準が定め ら れ、 排水基準 も 健康項 目 と 同様に項目別に定め ら れてい る 。

P H ( べ - ′ 、 - )

pH と は 、 水素イ オ ン濃度を示す尺度で、 中 性の水ではpH 7 、 酸性にな る と 7 よ り も 小 さ く 、 ア ルカ

リ 性溶液では 7 よ り も 大 き く な る 。 例 えば、 牛乳は弱い酸性で、 PH 6 程度、 石けん液は弱いアルカ リ

性で、 PH 8 か ら 9 程度であ る 。 試験紙の色やガフ ス電極pHメ ー タ ー な どで測定す る 。 水質関係では、

生活環境項目 の一つ と さ れてい る 。

B O D く B 10〔山em icZ旦 0糊窓虹 De熊鑓d )

BOD と は、 生物化学的酸素要求量の こ と で生活環境項目 の一つであ る 。 河川水や工場排水、 下水な

どの汚濁の程度を示す も ので水の中に含まれ る有機性物質が一定時間、 一定温度の も と で微生物によ

っ て生物化学的に酸化 さ れる と き に消費 され る 酸素の量を いい、 単位は、 %で表示 され る 。

BOD値が高いこ とは、 その廃水中 に分解 さ れやすい有機物が多 い こ と を意味 し 、 河川の汚濁の指標

と さ オも る 。

C O D ( Chem 1 Ga1 0弱電鬼鷆n D emand )

COD と は、 化学的酸素要求量の こ と で生活環境項目 の一つであ る 。

水中の有機物その他被酸化性物質 を酸化剤で酸化 し 、 残 っ た酸化剤の量か ら消費 さ れた酸素量 を算

出 し 、 %で表示す る 。

酸化剤 ( ;通常過マ ン ガン酸力 J ウ ム を使用 ) に よ る 酸化は 、 有機物 と 無機性被酸化物 と を区別す る
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こ と がで き な い こ と な どか ら 、 BOD と 異 った値を示すが、 湖沼や海域の有機汚濁の指標 と して利用 さ

れて いる 。

S S ( S鵬p印d鋭 So1id )

S S と は 、 浮遊物質の こ と であ る 。 生活環境項 目 の一つであ り 、 水中に懸濁 してい る 固体や浮遊固

形物を い う が、 ろ過や遠心分離によ っ て分け ら れる 。 単位は%で表示 さ れ る 。 S S は水の濁 り の原因

にな る も ので、 水質汚濁の指標 と な る 。

D 0 ( D 1so1v鋭 0刈雄〆瓢 )

D 0 と は 、 水中に溶け こ んでい る 酸素 ( 溶存酸素 ) の こ と で、 単位は 、 %で表示 さ れ る 。 清水中 に

は普通 7 か ら 1 4 %程度あ る が、 汚染 され 、 有機物が多 く な る と 汚濁物質が酸素を消費す る た め溶存

酸素量は減少す る 。

水の 自浄作用や水中生物の生存に は欠 く こ と がで き ない。

大腸菌群数

大腸菌群数 と は 、 生活環境項目の一つ と して 、 水の汚濁、 特に人畜の排せつ物な どによ る 汚れを知

る 尺度 と して用 い ら れ る 。

人畜の腸内に寄生す る 細菌な ど を総称 して大腸菌群 と い う が、 大腸菌の数が多い と他の有害細菌 も

多 く な る 疑いがあ る 。 検査は 、 大腸菌群 と して行い、 河川水な どでは 100 ミ リ リ ッ ト ル中の群数 を確

率的に求めた も の ( MP N=Mos t P r obab l e N umb e r ) と して表示す る 。

n - ヘキ サ ン抽出物質 G由分 )

動植物油脂、 脂肪酸、 ワ ッ ク ス 、 グ リ ー ス 、 石油系炭化水素な ど油分の総称であ る 。 海水や工場排

水な ど を n - ヘ キサ ンで抽出 し 、 - ヘキサン可溶性物質 と して定量 して 、 万 で表わす。

有機汚濁物質

有機汚濁物質 と は 、 工場、 事業場排水は も と よ り 、 一般家庭か ら 排出 さ れる し尿や雑水な どに多 く

含 まれてい る 物質で 、 一般的に は腐敗す る よ う な物質あ る いは燃え る よ う な物質を有機物質 と い っ て

い る 。

【 地盤沈下 1

水 準 点

土地の標高を表わす標石で、 水準測量の基準 と して用 い ら れてい る 。 地盤の変動状況を測定す る に

は 、 こ の水準点を用 い 、 標高の変化 を精密水隼測量によ っ て測 り 、 変動 を出す 。

精密水準測量

最 も 精度の高い水隼測量で、 地盤沈下や地殻変動等の調査のた め に実施 さ れ る 。 精密 レベル と 精密

標尺 を用 い 、 誤差がで き る だけ消去 さ れる よ う に 、 ま た 、 最 も 小 さ く な る よ う な測定方法が と ら れて

い る 。
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沖 積 層

いま か ら 1 万年前か ら現在に至 る までた い積 して き た地層で、 河川の流域や海岸沿いの低地に分布

してい る 。 粘土 ･ シル ト 等で構成 さ れてい る 。

鳥取平野の代表的な地層構成の模式図は下図の と お り であ る 。

鳥 取 平 野 模 式 図

最 上 部 砂 礫 層 。 D G Q Q Q　 　 　 　 　A 5

A 4 上 部 粘 土 層

上 部 砂 層

中 部 粘 土 層

沖
積

層

〔 雑費〕 中部砂 ･ 粘土互層

下 部 砂 礫 層 ◇ # Q ◇ Q

下 部 粘 土 層
洪

積
層

〔 謹度〕 D G D Q O D

　 　 　 　 　

　 　 　 　

最 下 部 砂 礫 層 G D ◇ ◇ □

基 盤 岩
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